
   

 

 

 

学校サポーター育成講座は、学校サポーターの皆さんが、日ごろの活動の経験を生かし、特別支援教育に対してより多くの

知識と経験を積んでスキルアップしていくための連続講座です。はじめて講座は大学生や学校サポーター未経験者を対象として

います。特別支援教育に興味のある方、将来教員や保育士など、教育や子どもに関わる仕事を目指している方を対象とした

講座です。日頃、学校サポーターとして活動している方も、未経験でも特別支援教育に関心のある方（学生含む）も、是非

ご参加ください。 

 

１ 日時  令和6年２月 26日（月）  14 時 30分～16時３0分 

２ 場所  八王子市教育センター 大会議室 

3 講師  星山麻木 教授（明星大学教育学部教授） 

4 対象   

 【学校サポーター育成講座 初級第 6回】 

①市内小・中学校で、学校サポーターとして 6 ヶ月程度の活動期間か、活動経験のある方 

 ②以前初級講座を修了していて、再受講を希望する学校サポーター 

 【はじめて講座】 

 ①教職、保育士等の養成課程または教育学、心理学を履修している大学生、大学院生 

   ②社会福祉士や介護士等の勉強をしていて、特別支援教育に興味のある大学生、大学院生 

 ③語学や体育等、専門性を生かして、特別な支援の必要な子に係わってみたいと思っている大学生、大学院生 

 ④教職・保育士・心理士資格をお持ちの方、特別支援学校や小中学校でボランティアの経験がある方 

４ 定員  １5０名 ※先着順。定員に達しましたら受付を終了いたします。 

       （学校サポーター育成講座 50名+はじめて講座 100名 合同開催）  

５ 内容  「これからの特別支援教育と総論」 

学級で担任の先生をサポートし、子どもが楽しく学べるようにする支援者としてのポイントを学ぶ講座です。 

（学校サポーターの方は、前の回を受講していなくても大丈夫です）       

  
６ 申込  裏面の受講申し込み票にて２月 19 日（月）までに、FAX または学校経由にて教育指導課

（教育センター）までお申し込みください。 

 ※受講申込票は「学校サポーター育成講座初級第6回用」と「はじめて講座用」に分かれています。 

該当する申込票にてお申込み願います。 

（※お電話での申し込みは受け付けません） 

 

 

 

 

 八王子市教育委員会 

令和 5 年度 

《お問い合わせ先》 

八王子市学校教育部教育指導課 支援・相談担当（教育センター内） 

      電話 664-1135／FAX 662-2988 

 

 

 

 



   

 

令和 5 年度 学校サポーター育成講座（初級） 

 受講申し込み票  
 

★学校サポーター以外は申し込めません。 

 

   

現在活動されている 

学校名（複数可） 
小学校・中学校 

お 名 前 

 ﾌﾘｶﾞﾅ 

 

お 住 ま い 

（町名までで結構です） 

 

            市             町 

ご連絡先（電話番号） 

 

  

 

※現在大学生の方 

のみご記入ください 

（学生以外は記入不要） 

  大学／学部／学科／教職・保育士履修の有無 

学校サポーター歴 

（実活動年数） 

 

     年   ヶ月     ・ なし （大学生のみ可） 

※実際の活動歴であり、登録からの年数ではありません。また、他市での経験は含みません。 

受講歴 

① 初参加 
②  （   年度の）第 １  ２  ３  ４  ５  ６ 回は受講済 
③  この回は一度受講したが再受講希望 
④  初級修了で再受講を希望 
いずれかに○、もしくは数字を記入すること 

 

 
 
☆この用紙を学校から交換便で市教委にお送りいただくか、ご自宅からファックスして下さい。 
締め切りは２月19日（月）です。 
 
 
送り先 八王子市学校教育部教育指導課 支援・相談担当（教育センター） 

FAX ０４２－６６２－２９８８ 
 
 
 
 



 
 

 
 
☆この用紙を学校から交換便で市教委にお送りいただくか、ご自宅からファックスして下さい。 
締め切りは２月19日（月）です。 
 

 
送り先 八王子市学校教育部教育指導課 支援・相談担当（教育センター） 

FAX ０４２－６６２－２９８８ 
 

 
 

はじめて講座（R6.2/26）受講申し込み票 
 

名前（フリガナ）  
 
 

住所／電話番号 
（住所は町名までで

結構です） 

〒 
 
 
 

℡ 

大学・学部・ 
学科等 
または 

お持ちの資格など 

 
 
 
 
 


